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二〇一三年開催の南蛮漆器に関係する展覧会から
小林公治
　　　
はじめに
　
近年、いわゆる南蛮美術
（一五世紀頃からの大航海時代に端を発した地球規模での往
来の結果、十六世紀中葉から十七世紀前半にかけて日本列島へ来航したポルトガル人やスペイン人らによってもたらされた西洋の文物や、宗教・風俗・習慣といっ 知の体系に影響を受けて生まれた美術）
に関わる特別展や企画展が世界各地で開催されることが
多い。二〇〇九年以降、二〇一二年までの四年間で筆者がざっと確認できた展覧会だけでも以下のように七展が上げられるの 、漏れたものや小規模なものなどを含めると、実際にはさらに多くの展覧会が開催されたと推測される
）1
（
。
二〇〇九
「甲冑
西と東
〜
西洋甲冑と日本甲冑・南蛮胴具足
〜
」 、板橋区立郷土資
料館、東京
二〇一〇
「南蛮
　津久見市所蔵の屏風と漆器」九州国立博物館、福岡
「南蛮の鼓動―大分に残るキリシタン文化―」西南学院大学博物館、福岡「異国趣味の美術―南蛮・唐―」佐賀県立美術館、佐賀
二〇一一
	 Th
e Portuguese in M
odern Age Japan, O
riente M
useum
, Lisbon
二〇一一―二〇一二「南蛮美術の光と影
泰西王侯騎馬図屛風の謎」 、サントリー
美術館・神戸市立博物館、東京・神戸
二〇一二
「南蛮との出会い―高山右近と大友宗麟の時代 、高槻市立しろあと歴史館、大阪
　
二〇一三年はさらに拍車がかかり「当たり年」となったようで、同年の一月九日
から二月三日まで京都大学総合博物館で開催された「マリア十五玄義図の探求―三つのマリア像―」展、二月十六日から六月二日までアメ カ、ボストン
Boston 
C
ollege, M
cM
ullen M
useum
 of Art で開催された
Portugal, Jesuits, and Japan: Spiritual Beliefs 
and Earthly G
oods 展、九月十四日から十月三十日まで大阪の堺市博物館で開催され
た「
IC
O
C
U
 異国―南蛮とキリシタンの美術―」 、また十月二十五日から十一月二十
四日まで大分市歴史資料館で開催された「南蛮屏風の世界
描かれた都市の賑わい」
展
の他、ここで紹介する
Lacas N
am
ban （南蛮漆器）
展と「伊達政宗の夢」との二展、
併せて少なくとも六つの南蛮美術に関する展覧会が日本とアメリカ・ヨーロッパの各地で開催された。　
このように、南蛮文化・美術に関する展覧会は、特に近年、日本を中心に各地で
頻繁に開催されている。こうした傾向を生じさせているその理由については推測によるしかないが、日本国内に関してはおそらく、桃山時代の様々な遺品から看取される華やかさ、 ヨーロッパとの初めての接触によって誕生したエキゾチックな品々、また各地の戦国大名などを通じて比較的認知度が高い時代であり社会や人々への強いアピール力を備えている、といった点がこうした企画の隆盛を む動機なのではないかと思うがどうであろうか。しかしながらその一方で、 展覧会開催数 増加 、その時代・文化やものの理解を深めているとは一概に言い切れないことも確かであろう。たとえば、筆者 近年調査 行なっている南蛮漆器について言えば、定説的な見解がある はいえ、制作された実年代や期間、キリスト教用具制作とキリスト教禁教令との関係、また南蛮漆器と時代・文化との関係を考える上で欠かせない精緻な編年の確立といった基本的な問題点についても いまだ説得力のある説明がされているとは残念ながら言 難い。　
二〇一三年に開催された右記六展のうち、京都大学総合博物館と大分市歴史資料
館の展覧会を除く四つの 「南蛮美術」 展覧会は大きく二つに分類するこ できる。一つは日本とポルトガル 交流 歴史を対象あるいは念頭に置 たも で ボストンの展覧会 堺市博物館 展覧会とがこれに る。もう一方の
Lacas N
am
ban 
展と「伊達政宗の夢」展は、いずれも伊達政宗によって一六一三年 ヨーロッパに
︱︱
　Lacas N
am
ban
展（マドリード）と「伊達政宗の夢」展（仙台）︱︱
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派遣された支倉常長らを大使とする慶長遣欧使節出帆からの四百周年を記念して開催された、日本とスペインとの交流を主題とした展覧会であった。本稿では、特に南蛮漆器を主たる展示対象とし、これまで知られていなかった知見を含むか、あるいは に対す 共通認識基盤を持つ上 重要な機会を提供した後二者の展覧会について、本誌面を借りてそれぞれの概観とその展示や視点について紹介すると共に、両展が提起するいくつかの問題について触れ 意義について述べたいと思う。
一、
Lacas N
am
ban  huellas de Japón en Eapaña IV C
entenario 
de la Em
bajada Keichô
展
（日本語展覧会名「南蛮漆器
　
スペインに残された
｢ 日本
｣
慶
長遣欧使節四百周年」 ）六月十三日―九月二十九日スペイン・マドリード、
M
useo N
acional de Artes D
ecorativas （国立
装飾美術博物館）
　　　
経緯
　
日西交流四百周年の幕開けイベントの一つとして企画された特別展であり、スペ
イン教育文化スポーツ省、国立装飾美術博物館および国際交流基金
（
Japan Founda-
tion ）
が主催し、在スペイン日本国大使館後援のもと、いくつかの日本企業などによ
る支援を受けて開催されたもので、オープニング時には日本の皇太子も開幕式に臨席され展示 通覧された。ま 二〇一三年から二〇一四年にかけては本 覧会以外にも多くの関連記念行事が実施・企画されている。　
本展覧会は、国際交流基金と在スペイン日本国大使館からの呼びかけに応じて、
川村やよいオビエド大学準教授を中心とするスペイン国内の研究者で構成される「美術を通しての日西関係」研究会が提案したいくつかの展覧会テーマの中から、記念特別展にふさわしい企画として選定されたものだという。こ 会が候補としてあげたいくつかの企画は、いずれも同研究会によ それまでの研究成果から展覧会として実施可能な計画であったというので、本展は同研究会の研究成果の一端
が展覧会という形で実現されたものとも言うことができる。　
ところで管見の限りではあるが、スペインでは本展以前に三回ほど南蛮美術に関
連する展覧会が開催されたという。最初の展覧会は日本の国際交流基金などが主催して一九八一年にプラド美術館にて開催され、リスボンにも巡回した「南蛮美術
　
十六
･
十七世紀日本美術のスペインとポルトガルへの影響（
Arte N
am
ban Influencia 
Española y Portguesa en el arte Japonés siglos XVI y XVII ） 」展
）2
（
である。本展には大阪の南蛮
文化館所蔵の南蛮漆器類 多数出陳されたようで、これがおそらくスペイン国内で南蛮漆器の存在を大方の眼前に示す最初の機会 あったと推測される。その次は日本の文化庁が主催した一九 四年から九五年にかけての「黄金の美術
　
サムライと
豪商の文化（
M
O
M
O
YAM
A: la Edad de O
ro del Arte Japonés  1573-1615 ） 」展
）（
（
で、この時
には南蛮漆器は日本国内所在の二点が展示されるにとどまった。その次はスペイン王室が所蔵する南蛮 物を含む東洋美術コレクションが悉皆的に出陳 二〇〇三年の
O
riente en Palacio （王宮の東洋）
展
）（
（
で、ここでは王立デスカルサス修道院とエ
ンカルナシオン修道院所蔵の南蛮漆器七件がインド製螺鈿器など 共に出品され、スペイン国内伝世南蛮漆器の存在を初めて広く認識させ 機会 ったと思われる。この展覧会の後、十年ぶりに開催されることになった本 を加える 、スペインでは八〇年代以降おおむね十年ごとに南蛮文化に関する大規模てきたことになるが、こ
Lacas N
am
ban
展はそれまでの展覧会とは異なり、スペ
イン国内の研究者が実施したスペイン各地での研究成果の下に に的を絞って企画された展覧会という点で、 それまでとは一線 画すものだと言えるであろう。このように本展は南蛮漆器 現在 も 多数伝世していることを実際に目にする絶好の機会を提供したためもあってかスペインの人々の関心も高く来館者も多かったという。いずれにしても本展が日本とスペイン 長い交流 歴史について、改めてその認識を深めたことは確かであろう。　　　
展覧会の構成と特徴
　
さて、三章に分けられた展示構成を列記すると、
第Ⅰ章
　
慶長遣欧使節派遣とその背景
四四
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一、西、葡
日本との交流、二、日本における宣教活動、三、慶長遣欧使節、四、
使節の旅路と巡廻地、五、国王への寄贈品
　日本製鎧、六、南蛮美術
　日本の漆
第Ⅱ章
　
スペインに保管された南蛮漆器
七、 南蛮漆器
様々な結びつき、 八、 南蛮漆器
　聖遺物堂、 九、 南蛮漆器
常用 ・ 宗教用、
十、南蛮
宗教的装飾品、十一ａ、南蛮後期
　机
第Ⅲ章
　
ヌエバ・エスパーニャ
日本の影響による美術表現
十一ｂ、メキシコ製漆
　エンコンチャド絵画、十二、ヌエバ・エスパーニャ副王
領
となる。　
この構成からも理解できるように、まず最初にスペイン人やポルトガル人がどの
ような経緯と経路で日本に渡ったか、またそこでどのような活動を行なったのか、といった点について書物や地図などのスペイン側資料とパネル等で説明し、続いて当時の日本国内の歴史背景や、イエズス会とフラ シスコ会とが宗教的対立関係にあったこ 、スペイン人フランシスコ会宣教師のソテロが東北 王であった伊達政宗との知遇を得 その命により支倉常長と共に慶長遣欧使節団大使として太平洋横断し中米経由でスペインに至ったこと、そしてフェリペ三世と謁見し、さらに一行と共にローマまで至ったこと、などを の挿 、スペイン王室へ日本から贈れたという甲冑や馬具類などで示す。また現地の人々 はなじみが薄いであろう漆について、南蛮漆器などの例示に り紹介していた。　
第Ⅱ章は、本展覧会の主題であるスペイン国内伝世南蛮漆器の紹介である。ここ
ではスペインの南蛮漆器およそ三十数件を、いくつかの観点から展示する。その観点とは、南蛮漆器が現在多く保管されている教会 どの宗教施設にどのような経緯でもたらされたのか、そしてそう た施設で南蛮漆器は うに使われたのか、またスペインに至り使用される中でどのような改変が加えられたのか、 いったものであり、その具体事例として、これらは日本から直接その地にも らされたものばかり はなく、中南米に移住 たスペイン人が故郷に凱旋した際 所蔵品を教会などに寄進した事例が多いこと、日本では一般生活上 器物入れとして理解されいる洋櫃などが、教会で聖餠入 や聖人の遺骨や衣装など 保管箱と ても使われ
ていたこと、書簞笥の上面に鹿角王冠状十字架台を新たに造り付け、これに薄く剝ぎ取った背面や引出しの蒔絵螺鈿装飾を貼り付けた
C
larisas San Juan de la Penitencia
修道院所蔵書簞笥のように、 旧状から大きく改変された事例もあること、 などを様々な作例で示す。またさらに、聖書の書見台や聖画を納める聖龕、そしておそらく唯一の現存 あろうフィリッピンで彫られたという象牙製キリスト像を付した十字架といった宗教用具類を とめて展示していた。　
第Ⅲ章では、 こうした南蛮漆器の制作と輸出が、 国際的な政治状況の影響を受け、
また様式的な変化が進行し、十七世紀後半までには終焉を迎えたこと。南蛮漆器が経由し ヌエバ・エスパーニャ
（メキシコ）
では、十七世紀第４四半期以降十八世
紀中葉にかけて ンコンチャド
（
enconchado ）
絵画
（板絵の画面に不整形貝片を平面的
に貼り込みその上に描画した美術）
や、蒔絵に由来するマケ
（
m
aque ）
という名が付け
られた、樹脂油と昆虫油等を混ぜ メキシコ・ラッカーに顔料と金とで文様を描装飾技術を用いた器物類が盛んに制作されたことを示して締めくられ　
本展は、これまでその実状がほとんど知られていなかったスペイン国内の伝世南
蛮漆器が、思いがけずも今だ豊富 残されているその実態 明らかにしたという点でまず特筆されるが、小稿では うした事象に加え、次 二点にも注目したい。まず一点は既知の南蛮漆器とは異なる様相を持つものが示されたことである。こうした事例には、日本製の金具に替えて銀製金具が取り付けられ ルーゴの
V
ialanova 
de Lurenzá
教会、セビリアの
Espíritu Santo
修道院やミランダ・デ・アルガの
Asun-
ción
教会所蔵洋櫃、またマドリード郊外の
C
larisas San Juan de la Penitencia
修道院所
蔵書簞笥などがあげられる。またさら 銀製金具を持つものには青緑色や赤色の貴石を嵌め込んだものもあるが、川村氏はこうした銀製金具や貴石装飾は中南米でなわれたとされている。またサラマンカ ドミニコ会修道院である
C
onvento de San 
Esteban の
San Esteban PP D
om
inicos 博物館所蔵書見台は中央にドミニコ会の紋章が
描かれており、おそらく唯一の現存事例かと思われる。当時のポルトガル系イエズス会とスペイン系托鉢修道会
（フランシスコ会やドミニコ会など）
との対立関係はよ
く知られているが、こうした書見台の存在は、使われた宗教用具と修道会との関係や発注者の問題について考える上での重要な作例となろう
）（
（
。この他、聖餠入れとし
四五
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て使われていたというカナリア諸島ガルダーの
Santiago Apóstol 教会所蔵の箱は、縦
長の立方体に庇の無い切妻屋根を掛けたような形態のもので、やはり唯一の現存例かと思われる。前面妻側上部には螺鈿十字架が表されていることから宗教用具として発注されたことが明らかであり、改めて当時制作された器種の幅広さを示唆させる。　
もう一つの注目点は文献史料の記述から、それが現所在地にもたらされた下限年
代が推測される事例がいくつか判明し ことである。そうした事例の代表例としてこれまで多くの研究者によっ 言及されてきた、マドリードの王立デスカルサス修道院所蔵洋櫃につい は後述するが、 それ以外にこ した事例が二件示 ている。一件は上述のカナリア諸島ガルダー
Santiago Apóstol 教会所蔵聖餠箱で、この教会
の文書に 、
M
aría de Q
uintana
という人物が一六二六年にメキシコ・シティーから
送ったものだという記録があ という。もう一件はグラナダの王立礼拝堂
（
C
abildo 
de la C
apilla Real ）
所蔵の中形洋櫃で、元所有者であったグラナダ王立裁判所長官の
所蔵品が死去後の一六三三年にオークションにかけら 同礼拝堂が購入したものだという。　
残念ながら南蛮漆器については制作年が判明する基準作はこれまで一点も知られ
ていない。そのため制作年代を探る次善 策としては、ヨーロッパの伝世作を直接確実に指し示していると考えられる最も古い文献の記録年代を下限として推測する間接的な方法に限られる。また南蛮漆器 つ てはこれまでより
0
古い年代記録を持
つ事例に関心が集まる傾向があっ のに対し、これら 太平洋を越えた最初 到達地であるメキシコでの記録などを含むより
0
新しい年代が記録されている。無論これ
らの記載が、現地にもたらされた数年後に記録された あるいはたまたま見つ った文書であるだけの可能性は否定できないものの、今後の精査によって文献記録年代から制作年までどの程度さかのぼるのかを絞り込めれば、より新し 年代の準基準作的事例として南蛮漆器全体の編年検討に寄与することも期待されよ 。　
なお本展の展示資料はすべてスペイン国内の所在品であり、また展覧会場ではパ
ネル解説やキャプション、展示室案内などに日本語も表示され、本展覧会観覧者に対する主催者側の意識と配慮を感じさせるもの あった。
四六
　　　
図録
　
図録はスペイン語による印刷で、四章に分けられた合計十篇の解説論文と出品漆
器類のカタログ・レゾネ、また漆器に関する語彙解説や関連史料解説・文献解題も載せられた合計五百ページを超える大部の労作である。加えて巻末にはスペイン語版と英語版 デジタルデータを収録した
C
D-
R
O
Mが提供されているが、英語
版には川村氏および
C
abañas 氏論文を除く八本の論文概要、カタログ・レゾネと用
語解説が収められているのみなので、スペイン語を知らないと論考の全貌や史料解説・文献解題などを理解できないのが残念なところである。とは え、スペイン伝世南蛮漆器のより詳しい実態や
Enconchado ・
M
aque
等について論考された川村・
C
abañas 両氏の論文が
C
D-
R
O
Mに全文英訳されており、より多くの読者が理解
できるよう配慮されている。また本展覧会とほぼ同じ時期に川村氏が「スペイン所在の南蛮漆器について」と う論文を発表され
）（
（
、そこでは展覧会出陳作多数を含む
同国内所在の南蛮漆器につい その歴史や利用の在り方、また改変状況など 丁寧に説明されていて、いわば本展覧会の日本語解説 ような位置付けができ ものなので、こちらも一読をお勧めしたい。　
なお、本展図録
Lacas N
am
ban  H
uellas de Japón en España: IV C
entenario de la Em
bajada 
Keichô
はすでに会期半ばにして博物館販売分は売り切れとなり、その後マドリード
市内の書店などで国際交流基金刊行分が若干部数販売されている。書店のインタネット ・ ウェブページ
（
http://w
w
w.m
achadolibros.com
/ ）
で在庫の有無は把握できるので、
ご関心の方は確認の上、入手されたい。　
図録名
Lacas N
am
ban H
uellas de Japón en España: IV C
entenario de la Em
bajada Keichô 
M
inisterio de Educación, C
ultura y D
eporte
版
 ISBN
: 978-84-8181-540-5, 二〇一
三年、
B
（変型判
 
Japan Foundation
版
 ISBN
: 978-84-616-4625-8, 二〇一三年、Ｂ５変型判、
29,95 €
　
図録掲載論文
（論文題名は英語版題名を掲載）
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一、
Ana Trujillo D
ennisrez, ‘Routes, voyages and encounters betw
een Japan and Spain’
　　
二、
Javier Villalba Fernández, ‘Japan, D
ate M
asam
une and the K
eichô Em
bassy’
　　
三、
Javier Villalba Fernández, ‘First visits to Japan of travelers from
 the Far W
est’
　　
四、
Fernando G
arcía G
utiérrez, ‘N
am
ban School painting in Japan’
　　
五、
M
uriel G
óm
ez Pradas, ‘Th
e influence of W
estern culture on Japanese everybody life 
during the N
am
ban period’
　　
六、
Elena Barlés Báguena, ‘Printed texts as testim
onies of an encounter. W
estern books 
related to the N
am
ban period in Spain and their contribution to the creation of the 
im
age of Japan’
　　
七、
Pilar C
abañas M
oreno and D
avid Alm
azán Tom
ás, ‘M
aps, m
artyrs, em
bassies and ex-
oticism
: the im
age of Japan in European visual culture’
　　
八、
M
atilde Rosa Arias Estévez, ‘Th
e sam
urai arm
our: from
 precious gifts to catalysts for 
the im
agination’
　　
九、
Yayoi Kaw
am
ura, ‘N
am
ban style Japanese urushi lacquerw
are in Spain. Arrival routes 
and destinations’
　　
十、
Pilar C
abañas M
oreno, ‘Traces of Japanese art in N
ew
 Spain: folding screens, encon-
chados, and m
aques’
　
関連論文
　
十一、川村やよい「スペイン所在の南蛮漆器について」 『国華』第一四一五号、
国華社、二〇一三年九月
　　　
二、 「伊達政宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文化―」展
　　　　　
十月四日―十一月十七日、仙台市博物館
　　　
展覧会の概要と構成
　
本展覧会は、江戸幕府政権が国内支配の基盤を固めていく中、奥州王伊達政宗が
東北に至ったスペイン人宣教師らと交渉し、スペイン人宣教師によるキリスト教普及を呼び水とし 奥州とヌエバ・エスパーニャ
（メキシコ）
、さらにヨーロッパと
の通商ルート開拓の目論みを、仙台市博物館が所蔵する慶長遣欧使節関連遺品を核に、多数の国内外関連史料や南蛮文物を加えて構成したものである。　
展示は四つの章とエピローグから構成される。
第Ⅰ章
　
南蛮の異風
第Ⅱ章
　
武将たち 憧憬―貿易と信仰―
　
一、南蛮文化に魅せられた武将たち、二、宗教用具と南蛮漆器
　（図録では第一節はさらに（一）九州諸大名と南蛮文化、 （二）徳川家康と南蛮文化、 （三）　東北大名と南蛮文化の三項に細分）
第Ⅲ章
　
いざ西欧へ！―支倉常長と慶長遣欧使節―
　（図録では本章は、 （一）伊達政宗と南蛮文化、 （二）大使支倉常長の経歴、 （三）徳川幕　府のスペイン外交政策、 （四）慶長遣欧使節の出帆、 （五）使節一行がもたらした文物、
　
の五節に細分）
第Ⅳ章
　
禁教政策とキリシタン文化
エピローグ
　
慶長遣欧使節のその後
　
第Ⅰ章では、十六世紀中葉の南蛮人渡来によって起きた当時 日本社会への影響
や実際の様子について、日本や世界の地図、地球儀や初期洋風画、南蛮屛風などにより示す。第Ⅱ章は、各地の支配者であった戦国期の武将たちが入手したヨーロッパの文物、あるいはキリスト教信仰、またそ 強い影響を受けて日本で造られた諸器物について 文献、各種図面類や渡来の甲冑といった器物類、ま 多数 南蛮漆器等でその具体的姿を捉える。第Ⅲ章では、慶長十八年
（一六一三）
に伊達政宗の
命を受け、支倉常長らを大使としてフィリッピン、メキシコ経由でスペイン、ローマに渡った慶長遣欧使節の足跡につい 二〇一三年に 記憶遺産に指定された仙台市博物館所蔵の 像やローマ教皇パウロ五世像 加え、スペインやイタリアから借用され フェリペ三世 とそ 甲冑など日欧両者 作品を並置して比較展示するなどにより、使節がヨーロッパで過ごした様子や彼らが持ち帰った品々を示す。第Ⅳ章では、皮肉にも使節 出帆に前後する頃以前に増して強化され、帰国する使節の運命を左右したキリスト教禁止令 について、キリシタン遺物を中心として示す。そしてエピローグで、禁教の結果、歴史からほとんど封印された使節
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四八
の足跡が、二百五十年後、明治六年の岩倉遣欧使節によって改めて日本国内で知られるに至ったことを、当時の記録や絵画・写真などで紹介して締めくくっている。　　　
東北に主眼を置いた南蛮文化展
　
本展覧会は、慶長遣欧使節渡航四百周年と同館所蔵品三点のユネスコ世界記憶遺
産登録を記念した展覧会であり、近年の国内主要博物館・美術館では稀かと思われる自館のコレクションを特別展の核 して構成した展覧会である。多くの南蛮美術や南蛮文化についての展覧会では九州や畿内を中心とした西日本に解説や背景説明の力点が置かれるが、これにより本展では西日本各地の諸大名などと 関連性を踏まえた上で、東北からの視点で 示を組み立てられたことがその大きな特徴と言えるであろう。　
日本国内所在品を出陳作の主体とした南蛮美術展覧会について一般論的に押し並
べて言うことが許されるのであれば、大規模館や大都市に所在する博物館・美術館では、南蛮美術を西洋文化・社会の影響 受けて形成された当時の日本独自 総体的文化表象と捉えて展示することから地域性の扱いは
0
弱くなり美術史・文化史
的指向を持った展覧会となる傾向があるのに対し 地方館、特 キリシタン大名やキリシタン と所縁がある地域での展覧会ではそうした大名や地域のキリシタン文化と関連付けて展示を構成す ために、地域性をより
0
強く意識した歴史指向の展
覧会となる傾向があるように感じ 。こうした分類に当てはめれば本展は、どちらかと言えば後者のタイプの 覧会である 言え、時代 支配者であった豊臣秀吉や徳川家康、また九州、畿内のキリシタン大名 南蛮 関わりについて紹介するのに加え、伊達政宗はもとより、会津に移封された蒲生氏郷や盛岡藩 南部信直といった人物を取り上げることで、仙台 いう地の博物館が開催す 特別展との企画意義を十二分に発揮している 思われる。また の キリシタン文化やその存在についてもの
0
の展示で示すことは、資料が比較的多く残されている西日本
に比べかなり困難かと推測されるが、文献史料は無論のこと、旧知の会津松平家旧蔵悲しみのマリア像に加え、仙台地方に伝世したも だという南蛮文化館所蔵花鳥蒔絵螺鈿聖龕や グダラのマリア像などを展示されていたこ は、こ 地のキリシ
タン文化の存在を事物によって具体的に示そうという、地道で丹念な調査の結果であろう。　　　
南蛮漆器
　
さて、南蛮漆器は関連品も含めて国内各機関所蔵の三十件ほどが出陳され、第Ⅱ
章第二節の展示品として相当部分を占めていた。これらには国内所在の代表的な作例が選ばれ、聖龕、書見台、聖餅箱といった宗教用具類、書箪笥、大小の洋櫃 その他の日常生活向けの器材 いった器種別の展示により、南蛮漆器の特徴とそ 様相とが来館者に容易に理解されるよう示されて た。南蛮漆器は キリスト教布教との関連性や西洋人の要望を受け入れて造られた日本製の装飾調度で、桃山時代という時代性を如実に反映する美術品といった視点で展示されることが多いように思うが、本展では伊達政宗が遣欧使節派遣の主目的としたスペインやヴァチカンの許可を受けた中米などとの交易や、そのために否応なく介在してくるキリスト教との関係を背景とした外交的側面にも目配りして南蛮文物を理解 ようとしていた点でまた特徴的であっ ように思われる。そして そうした出陳南蛮漆器の中で特筆されるのは、 本展で初めて日本公開された王立デスカルサス修道院所蔵 洋櫃であ 。　　　
日本初公開のデスカルサス修道院所蔵南蛮洋櫃
　
マドリードの王立デスカルサス修道院
（
M
onasterio de las D
escalzas Reales ）所蔵洋櫃
（挿
図
1）
は
Lacas N
am
ban	 展でも出品されていたが、この伊達政宗の夢展においても本
展の目玉作品の一つとして出陳された。この展示が実現したのは スペインの当局側に、仙台へ出 するためにマドリードの展示を早め 終了させる配慮があったためだと聞く。そうした意味でも両者の展覧会は、日西交流四百周年記念のいわば象徴的存在 なったと見ることが きよう。なお、本洋櫃は同修道院で非公開となっている聖遺物室
（
Relicario ）
において、聖人
Valerio
の遺品を収める箱として今も大
事に使われているものである。　
さて、この花樹鳥獣蒔絵螺鈿洋櫃は日本では山崎剛氏によって二〇〇一年に『日
本の美術』四二六号誌上で初めて紹介され ものと思われ
る
）（
（
。また本洋櫃は、ア
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ナ・ガルシア・サンス氏らによって紹介された
Juan C
arrillo
神父の一六一六年の書、
Relacion historica de la Real fundacion del M
onasterio de las D
escalças…
, の記載により、スペ
イン出身で神聖ローマ帝国王マクシミリアン二世
（
M
axim
ilian II ）
の皇后であったマ
リア・デ・アブスブルゴ
（
M
aria de H
absburgo y Avis	 一五二八―一六〇三）
が一五八二
年にウィー から帰国した時にこの修道院に奉納したものだとされてきた
）（
（
。その後
この 代はオリバー・インピー、クリスティアーン・ヨルグ両氏によっ 再検討され、死去 である一六〇三年以前
（おそらく一六〇三年）
に奉納されたと見るべき
だと修正されているが
）（
（
、いずれにせよ、本洋櫃は南蛮漆器がすでにこの年までには
ヨーロッパにもたらされていたことを示す確かな最古の基準作的存在として研究者間には広く理解されているところである。無論、この年代であれば慶長遣欧使節が派遣された年代 は少なくとも十年以上の開きがあり 両者に直接的な関係は認められない。しかしながら本作品を指すとされている一六一六 の文章はインピー氏らの英訳によれば、
　
“H
er M
ajesty the  Em
press sent from
 G
erm
any, four reliquaries w
ith 
six heads of different saints and w
ith them
 arrived a large chest decorated w
ith gold and pearls”
）（（
（
 
となり、 こ
 “a large chest decorated w
ith gold and pearls” がこの蒔絵螺鈿洋櫃ではなく、
十六世紀後半にはすでにスペインに輸入 おり、また同じくデスカルサス修道院の聖遺物室
（
Relicario ）
にも納められている大形鍍金
0
金具を付したインド製花唐草
金描0
樹脂地螺鈿
0
箱
）（（
（
（挿図
2）
などを示していた可能性は排除できないように思われ
るがどうであろうか。　
先述のように、南蛮漆器の変遷についてはいまだ広く共有された見解が確立され
ていない。今後諸氏の検討により、より精緻で確かな編年が構築され本洋櫃の年代的な位置付けがはっきりすることで 南蛮漆器制作の開始年代と言っ 重要な問題についても結論が出ることを期待したい。いずれにせよ、最古の南蛮漆器として衆目を集めてきた本洋櫃 、今回この展覧会 広く一般 展示公 されたこと 意義には大きいものがあると感じ 。　
なお、本展覧会では出品に至らなかったものの、小山眞由美氏は、新たに確認さ
れたローマ教皇パウルス五世出身家であるボルゲーゼ家に伝えられた花鳥葡萄蒔絵螺鈿洋櫃を、伊達政宗が慶長遣欧使節に託して一六一五年にローマ教皇 贈った
挿図1　デスカルサス修道院所蔵花樹鳥獣蒔絵螺鈿洋櫃［00612585］
©PATRIMONIO NACIONAL
挿図2　同修道院所蔵インド製花唐草金描樹脂地螺鈿箱［00612591］
©PATRIMONIO NACIONAL
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五〇
品々の一つであると報告・結論づけられている
）（（
（
。この洋櫃がローマ教皇に贈るため
に伊達政宗があつらえさせた特注品だとす ば、本作は製作年代がほぼ推測可能な新出の基準作として注目されるのみならず、上記デスカルサス修道院洋櫃との比較検討も必要な重要作例だと言 るであろう。このローマの洋櫃が、いずれ仙台で展示される機会が訪れることを期待したい
）（（
（
。
　
この他、デスカルサス修道院洋櫃展示の際には、日本では通常比較的高い湿度下
に置くべきだと考えられてい 漆器の展示環境を、実現困難なほどの極端な低湿度下での展示とするようスペイン側当局から要望 れ という。これは数百年間にわたって乾燥したマドリードで保管されてきたこの洋櫃ならではの措置であるが、今後のこうした里帰り展開催のため も記憶に どめておくべき点の一つかと思われる。　　　
図録
　
以上、仙台市博物館で開催された「伊達政宗の夢
　
慶長遣欧使節と南蛮文化」展
について南蛮漆器類を中心と て紹介したが、本展覧会の図録も刊行され、同館にて販売され いる。図録には四篇の論文が掲載 ている 、本展担当者の一人である高橋あけみ氏の論考では、イタリアやスペイン所在 南蛮漆器について触れれ、デスカルサス修道院の洋櫃についても見解を述 られている。　
図録名 『伊達政宗の夢
　
慶長遣欧使節と南蛮文化』 仙台市博物館、 二〇一三年十月、
A
（版、定価二、〇〇〇円
　
http://w
w
w.city.sendai.jp/kyouiku/m
useum
/index.htm
l
　
図録掲載論文
　　
一、石鍋
　真澄「常長の肖像画を読み解く」
　　
二、的場
　節子「支倉使節と宮廷の都マドリード」
　　
三、高橋
　あけみ「慶長遣欧使節ゆかりの品を求めて―イタリア・ヴァチカン・
スペイン調査・出陳交渉顛末記」
　　
四、佐々木
　徹「伊達政宗と慶長遣欧使節」
　
関連論文
　　
五、小山
　眞由美「花鳥葡萄蒔絵螺鈿洋櫃
（慶長遣欧使節の遺品）
―ヴァチカン
蔵ボルゲーゼ関係文書による考証」 『国華』第一四一五号、国華社、二〇一三年九月
　　　
おわりに
　
以上、二〇一三年に開催された、南蛮漆器を展示の主体に置く国内外二つの展覧
会について、展示と図録を中心にいささかの私見も交えて紹介した。ここで紹介した二つの展覧会がこれまで具体的に知られていなかった南蛮漆器の種々の実態について共通認識を持つ大きなきっかけとなり、そうした基盤を基に今後世界各地で南蛮美術や交流史に対する関心が広がり、新たな発見や研究の進展へとつながっていくことを期待したい。
（こばやし
こうじ・企画情報部広領域研究室長）
註（
1）	　
所蔵する南蛮コレクションを常設的に展示している、南蛮文化館（大阪） 、神戸
市立博物館（神戸）などの施設を除く。
（
2）	　
Arte N
am
ban Influenia Española y Portguesa en el arte Japonés siglos XVI y XVII, M
inisterio de 
C
ultura/D
ireccion, G
eneral de Bellas Artes, Archivos y Bibliotecas, M
adrid 1981.
（
（）	　
M
O
M
O
YAM
A: la Edad de O
ro del Arte Japonés 1573-1615, Agencia de Asuntos C
uturales del 
Japón, M
inisterio de C
ultura, Th
e Japan Foundation, M
adrid 1994.
（
（）	　
O
riente en Palacio Tesoros Asiáticos en las C
ollecciones Reales Españolas, Patrim
onio N
acional, 
M
adrid 2003.
（
（）	　
やはり同じく本展覧会に
I
H
S紋書見台一点（図録
No. 
27）が出品された
Vallado-
lid
の
Iglesia de San M
iguel y San Julián
はイエズス会の教会であり、出品作以外にも更
に二点の伝世
I
H
S紋書見台などを所蔵している。また本文中にもあげたドミニ
コ会紋書見台を所蔵する
Salam
anca
の
C
onvento de San Esteban
は、十六世紀以後アメ
リカおよびフィリッピンでの伝道にも熱心であった拠点的ドミニコ会修道院である。これら諸例もこうしたも
0
と修道会派・発注者などとの関係を考える上で示唆
的な事例である。
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この洋櫃の法量は、横五四・六、奥行二九・四、高さ三六
cmである。
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お、アナ・ガルシア・サンス氏は、このインド製螺鈿箱は、本修道院の創設者
でマリアの妹でもあるフアナ・デ・アウストリアがこの修道院に贈ったものと推測されている。
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cmである。
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また、このボルゲーゼ家洋櫃とごく近い年代の文献記録を伴うものとして、一六
一六年にオランダ議会からスウェーデン王グスタフ アドルフ二世へ贈られたものだというグリプスホルム城所在の花樹鳥獣蒔絵螺鈿洋櫃が知られている。
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し
かしなが
ら、これら三合の洋櫃の作風には明ら な違いが見られ、今後詳細な相互の比較検討を行なう必要があろ 。
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2（（2012（ ）による研究成果の一部である。
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